
第28期第2回東大和市立公民館運営審議会 会議要録 

 

１ 日 時 令和 7 年 7 月 17 日（木） 午後 2 時～4 時 

２ 場 所 東大和市立中央公民館 301 学習室 

３ 委 員 （出席者）佐々木会長、津嶋副会長、澤﨑委員、中川委員、若野委員、相澤委員、新井委員、橋本委員

岡田委員、小川委員   

（欠席者）中屋委員、五十嵐委員 

４ 事務局 （出席者）廣瀬生涯学習課長、西田中央公民館長、内藤南街公民館長、森田狭山公民館長 

宮田蔵敷公民館長、原口上北台公民館長、佐野主任 

５ 傍聴者 0 人 

６ 次 第 （１）審議事項 

①令和８年度東大和市公民館重点目標について 

（２）報告事項 

         ①東京都公民館連絡協議会委員部会定例会の参加報告 

（３）その他 

  ①公民館運営審議会ハンドブックについて 

  ②事業報告について 

７ 会議資料 

        ・第２８期第２回会議次第 

        ・東京都公民館連絡協議会委員部会定例会の参加報告資料 

        ・五館合同交流会（７/１２）に参加しての投げかけ 

 

８ 議事要旨 

（１）審議事項 

①令和８年度東大和市公民館重点目標について 

生涯学習課長より、令和８年度の東大和市公民館重点目標を今後決定していく必要があり、令和 8 年度の予

算編成に反映させるため、今回の審議会で重点目標に関する意見を伺い、9 月の審議会で決定をしたいとのスケ

ジュールが説明された。 

会長からの提案により 2 つのグループに分かれて討議が行われ、その後、各委員から意見が述べられた。 

（委員からの主な意見） 

・現行の目標や施策の文言が具体的でないため、分かりにくい。 

・目標の文言をよりシンプルで分かりやすいものにすべき。 

・目標に対する効果検証の仕組みが必要。検証がなければ次年度の目標設定が難しい。未達成部分を次年度の

目標として絞り込むべき。 

・目標の文言だけでなく、評価の仕組み（PDCA サイクル）がないことが根本的な課題。現状では事業の参加人数

などでしか評価されておらず、理念的な目標が形骸化している。 

・目標と事業内容が直結するような構成が望ましい。 

・利用者層（子ども、高齢者など）ごとに対象を絞った目標設定も有効ではないか。特に「子どもの居場所づくり」に

おいては、公民館ならではの異世代交流などを活かすべき。 



・地域のコミュニティ機能が変化する中で、公民館が担うべき役割も、従来の学習支援だけでなく、現代的な地域

課題の解決へと広げるべき。 

（審議の結果） 

今回出された多様な意見を事務局が集約し、令和 8 年度の重点目標（案）を作成する。作成された案を、次回 9

月 25 日の審議会で改めて審議する。 

 

（２）報告事項 

①東京都公民館連絡協議会委員部会定例会の参加報告 

東京都公民館連絡協議会委員部会の委員から以下のとおり報告がされた。 

・毎年委員部会の主催で研修会を行っている。今年は１０月１８日または１０月２５日の開催予定。 

・各市の公民館館運営審議会委員用ハンドブックの作成状況が話題となった。東大和市・福生市は作成済み。 

・他市でも予約システムの更新がされているとのこと。国立市は予約システムを導入しないこととしている。 

 

（３）その他 

①公民館運営審議会ハンドブックについて 

会長より、委員の心構えや、積極的に参加すべき事業（展示・発表会、遊空間など）についてハンドブックの内容

が共有され、委員としての役割の再確認が行われた。 

 

②事業報告について 

・五館合同交流会に参加した委員より、「利用連に加入するメリットは何か」という問いが議論の中心になったこと。

背景には、「公民館は部屋を貸してくれれば十分」という貸館としての認識が広がっているのではないか。利用連

の機能不全や加入率低下は、公民館が単なる「貸館施設」と見なされ、社会教育施設としての本来の意義が薄れ

つつあることの表れではないか、という深刻な問題意識を持つべきだとの報告がされた。 

・副会長より、東大和まちグルメ研究発信の会が作成したグルメマップを、期間を分けて各公民館で展示・配布し

ているとの報告がされた。 

 

次回会議予定: 令和 7 年 9 月 25 日（木） 午後 2 時～ 中央公民館 301 学習室 


